
「ＷＨＯ安全な手術ガイドライン」に 

                    基づいた当院の現状と課題 

 

 正しい患者の正しい部位に手術をするための取り組み 

                       

                                       Ｈ２３．１１．２２ 

            富士宮市立病院中央手術室 

                 ○小林和恵         

            石川賢子・寺尾智恵子 

                H23年度医療安全管理シンポジウム 

                                             （東部地区） 



ＷＨＯ手術安全チェックリスト 

           実施マニュアルには 

 

 

｢手術チーム」は手術に関わっている術者、麻酔科医、看
護師、臨床工学技術士および他の職員から成る 

 

 

手術チームの全てのメンバーが手術の安全と成功を確実
にするための役割を果たす 
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手術安全チェックリスト         

麻酔導入前……… 
  （少なくとも看護師と麻酔科医で） 

患者ＩＤ、部位、手術法と
同意の確認は？ 

部位のマーキングは？ 

 
 

 

 

 

 
確認している 

 

眼科は全症例できている 

整形外科は一部できている 

手術室運営会議で、左右のある手術
は実施の呼びかけをしている 

    当院の現状      

眼科のマーキング 整形外科マーキング 

シール 
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手術安全チェックリスト 

麻酔器と薬剤のチェック
はすんでいる？ 

パルスオキシメーターは
患者に装着され、作動し
ている？ 

患者には： 

アレルギーは？  

担当の麻酔科医が準備している 

全症例装着している 

術者は手術申し込み時、麻酔科医は
術前診察時、看護師は術前訪問時に
確認している 

患者基本画面で確認できる 

 

       当院の現状 
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手術安全チェックリスト        

気道確保が困難/
誤嚥のリスクは？ 

   器材/応援・助手の      
準備がある 

 
 
 

 
 

 
 

 
 500ml以上の出血
のリスクは 

  （小児では7ml/kg）？ 

麻酔科医は朝のカンファレンスで情報交換
している 

看護師は麻酔計画書で確認している 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

術者と麻酔科医と情報交換している 

必要に応じて、２本以上の静脈路、中心静
脈路の確保をしている 

 

ＤＡＭセット 

         当院の現状      

富士宮市立病院中央手術室 提供 

6 



手術安全チェックリスト 

皮膚切開前……… 
（看護師、麻酔科専門医と外
科医で） 

全てのチームメンバーが
名前と役割を自己紹介し
たことを確認する 

患者の名前、手術法と皮
膚切開が何処に加えられ
るかを確認する 

 

 

抗菌薬予防投与は直前の
60分以内に行われた
か？ 

 

 

 
 

 
 

 

 

 していない 

 

患者の名前、手術法は確認して 

  いる 

科によっては確認していない 

皮膚切開部位は確認していない 

 

できている 

 

      当院の現状 
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手術安全チェックリスト 

予想される極めて重要なポイント 

術者に： 

 極めて重要あるいはいつもと違う
手順は何ですか？ 

 手術時間は？ 

 予想される出血量は？ 

麻酔専門医に： 

 患者に特有な問題点？ 

看護チームに： 

 滅菌（インジケータ結果を含む）
は確認したか？ 

 器材問題あるいはなにか気に
なっていることはあるか？ 

 

 必要な画像は展示されている
か？ 

 

 

 

術式変更の恐れがある場合は、術
者より情報提供されるが、常には
できていない 

手術申し込み時間で確認している 

確認していない 

確認していない 

 

器械出し看護師が確認している 

   報告はしていない 

確認していない 

 

術者が画像を選び展示している 

 

 

      当院の現状 
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  手術安全チェックリスト 

患者の手術室退室前 
（看護師、麻酔科専門医と外科医で） 

看護師が口頭で確認する： 

 手術式名 

 器具、ガーゼ（ｽﾎﾟﾝｼﾞ）と針のカウ
ントの完了 

 標本ラベル付け（患者名を含め標
本ラベルを声に出して読む） 

 

 対処すべき器材問題があるか 

 

術者、麻酔科医と看護師に： 

 この患者の回復と管理についての
主な問題は何か？ 

 
 

 

外科医が画面に入力している 

異物残置有無の確認は、マ
ニュアルに沿って実施している 

標本を器械出し看護師が受け
取るとき術者に部位・保存方法
を確認し外回り看護師に伝える 

器材の問題が発生した場合は
そのときに報告・対応している 

 

できていない 

 

    当院の現状 
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ＷＨＯ安全な手術ガイドライン 

１．正しい患者に正しい手術をするための取り組み 

 

医療事故の中で、言い逃れの出来ない事故の1つに、患
者誤認・手術部位間違いがある 

 

ひとたび事故が起きると、重大事故となり医療訴訟に発展
する 

 

決して起こさないための対策と認識が必要である 

 

富士宮市立病院中央手術室 提供 

10 



手術室到着時 

２）看護師による氏名・ID番号のﾀﾞﾌﾞﾙ確認 

１）患者に名乗ってもらう 

       （氏名・手術部位・左右） 

３）システムによる患者認証 

 患者  
     器械出し看護師 

  外回り看護師 
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システムによる認証 

 

１．患者のネームバンドを
読み取る 

 

２．ＩＤ番号・患者名・          
予定術式が表示される 

 

３．画面を確認し登録する 

手術室到着時 

病棟出棟時 
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入退室時チェックリストの活用 

項目毎にチェック 

病棟看護師 

外回り看護師 

ダブルチェックの呼びかけ 
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手術室入室時のシステムによる認証（Ｈ22.4～） 

１）部屋番号の選択 

２）その日の予定患者が表示される 

３）ネームバンド認証 

４）承認画面の確認 

５）麻酔記録開始 
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タイムアウト 

術者 

麻酔科医 

外回り看護師 

１）術者が患者名・病名・左右・予定術式を言う 

２）麻酔科医は麻酔記録画面で確認をする 

３）看護師は術前訪問用紙で確認をする 
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当院での誤認事例 

事例１ 
整形外科手術患者Ａさん
の手術が終了し、主治医
が病棟クラークに電話をし、
家族を呼び出した。しかし、
到着した家族は整形外科
手術中のＢさんの家族
だった。病棟看護師が“呼
び出しメモ”を受け取らず、
思い込みで違う患者の家

族に声掛けした。 

富士宮市立病院中央手術室 提供 
16 



当院での誤認事例 

事例２ 
婦人科手術が２件予定さ
れていた。１件目のＣさん
の入室時、２件目のＤさん
が手術室に案内された。
外回り看護師が窓口で、
担当の患者ではないこと
に気付く。病棟看護師が 

 １件目はＤさんと思い込み
案内した。病棟看護師は
呼び出しメモで確認して 
いなかった。 

 

事例３ 
患者は鼓膜形成術予定で、
耳鼻科外来で右耳に鼓膜
麻酔をして手術室に来た。
入口での確認時、手術申し
込みは左の鼓膜形成術に
なっており、術者の手術申
し込みの左右間違いが発
覚した。前処置は正しく行
われていた。 
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当院のチェックリストの現状 

 

手術安全チェックリストは、 

       対象が手術チームになっている 

 

当院のチェックリストは、 

       看護師対象になっている 
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 患者誤認・部位間違い防止マニュアル 



行動確認表 
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今後の課題 

上田氏は 

ブリーフィングは、執刀前に外科医が手術の工程表を説
明して、出血量の予測を含め、問題点を明らかにしておく 
 

そして輸血や準備物品、手術器材を確認したうえで手術
を開始するものである 
 

従来のように執刀医の予測が頭の中に留まっているので
はなく、言葉にして手術チームのメンバー全員に伝えるこ
とで、その手術の具体的内容と問題点を共有できること、
予測される問題にも対応できるように、執刀直前に手術
チームの意識を高めることに意義がある 

                                  

                                 と述べている 
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今後の課題 

 

   

   一つ一つの手術を、より安全に行うために 

 

         手術チームとしての意識を高め 

         コミュニケーションを大切にし 

             情報や問題を共有していきたい 
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一緒に頑張りましょう！私たちが傍にいます！ 
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